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東
洋
文
化
講
座
一
〇
〇
回
記
念
講
演
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
危
機
言
語
」（
二
〇
一
九
年
一
一
月
一
三
日
）
講
演
録
・
解
題

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
危
機
言
語

安　

部　

清　

哉

こ
の
た
び
東
洋
文
化
講
座
が
通
算
一
〇
〇
回
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
記
念
し
て
、
通
常
の
連
続
講
座
と
は
別
に
、
特

別
記
念
講
演
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
危
機
言
語
」
と
い
う
講
演
会
テ
ー
マ
の
も
と 

“
消
滅
の
危
機
に
あ
る
言
語
”
に
つ
い
て
、
お
二
人
の
先
生
を
お
招
き
し
、
サ
オ
語
と
ア
イ
ヌ
語
に
関
連
す
る
二
つ
の
講
演
を
行
う

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

“E
ndangered language

”（U
N

E
S

C
O

）、「
消
滅
の
危
機
に
あ
る
言
語
・
方
言
」（
文
化
庁
）、「（
消
滅
〔
死
語
化
〕
の
）
危

機
に
瀕
す
る
言
語
」（W

iki

）
と
は
、
使
用
者
（
特
に
母
語
話
者
）
の
減
少
な
ど
に
よ
り
消
滅
（
死
語
化
）
の
危
機
に
あ
る
言
語
の

こ
と
で
、
危
機
言
語
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
ユ
ネ
ス
コ
（
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
）
は
、『
世
界
消
滅
危
機
言
語
地
図A

tlas of the 

W
orld's L

anguages in D
anger

』（
第
三
版
、
添
付
図
参
照
）
を
発
行
し
、
世
界
の
約
六
〇
〇
〇
言
語
の
う
ち
の
二
五
〇
〇
あ
ま

り
の
言
語
が
消
滅
の
危
機
に
あ
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。
ユ
ネ
ス
コ
で
は
消
滅
の
危
機
に
あ
る
言
語
・
方
言
の
程
度
を
、
以
下
の
六
段

階
で
示
し
て
い
ま
す
（
ユ
ネ
ス
コ
で
は
言
語
と
方
言
と
をlanguage

と
し
て
一
括
し
て
扱
っ
て
い
ま
す
）。
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〇文化庁「ユネスコが認定した、日本における危機言語・方言の分布図」より
https://www.bunka.go.jp/seisaku/kokugo_nihongo/kokugo_shisaku/kikigengo/pdf/bunpuzu.pdf
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（
一
）
安
全　

す
べ
て
の
世
代
に
よ
っ
て
そ
の
言
語
が
話
さ
れ
て
い
る
状
態
。

（
二
）
脆

ぜ
い
じ
ゃ
く弱

　
ほ
と
ん
ど
の
子
供
た
ち
が
話
し
て
い
る
が
、
特
定
の
場
所
（
家
庭
な
ど
）
に
限
っ
て
使
わ
れ
て
い
る
状
態
。

（
三
）
危
険　

子
供
が
家
庭
で
も
は
や
母
語
と
し
て
習
得
し
な
い
状
態
。

（
四
）�
重
大
な
危
機　

祖
父
母
以
上
の
世
代
に
よ
っ
て
話
さ
れ
て
お
り
、
親
世
代
で
は
理
解
さ
れ
る
も
の
の
会
話
で
使
用
さ

れ
て
お
ら
ず
、
親
子
や
子
供
同
士
で
も
話
さ
れ
て
い
な
い
状
態
。

（
五
）
極
め
て
深
刻　

祖
父
母
の
世
代
で
さ
え
部
分
的
に
、
ま
た
、
ま
れ
に
し
か
話
さ
れ
な
い
状
態
。

（
六
）
消
滅　

そ
の
言
語
を
話
す
人
が
い
な
い
状
態
。（『
日
本
大
百
科
全
書
』
で
の
邦
訳
よ
り
）

日
本
国
内
で
は
八
言
語
・
方
言
が
消
滅
の
危
機
に
あ
り
、
ア
イ
ヌ
語
が
「
極
め
て
深
刻
」
に
認
定
さ
れ
、
そ
の
ほ
か
「
重
大
な
危

機
」
に
八
重
山
語
と
与
那
国
語
、「
危
険
」
に
沖
縄
語
、
国
頭
語
、
宮
古
語
、
奄
美
語
、
八
丈
語
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
東
洋
文
化

研
究
所
の
活
動
の
一
環
と
し
て
も
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
危
機
言
語
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
こ
と
は
意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
今
回
の
講
演
の
一
つ
は
、
新
居
田
純
野
氏
に
よ
る
「
消
滅
の
危
機
言
語
で
あ
る
台
湾
原
住
民
語
『
サ
オ
語
（
邵
語
）』」
で

す
。
新
居
田
氏
の
講
演
は
、
二
〇
〇
五
・
二
〇
〇
六
年
度
に
行
わ
れ
た
東
洋
文
化
研
究
所
一
般
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
危
機
言
語
・

サ
オ
語
（
台
湾
中
部
）
の
現
地
調
査
に
よ
る
基
礎
的
言
語
調
査
と
研
究
」（
代
表
・
安
部
清
哉
研
究
員
、
新
居
田
氏
は
客
員
研
究
員
）

の
成
果
の
一
つ
と
し
て
、
新
居
田
氏
の
『
台
湾
原
住
民
瀕
危
語
言 

邵
語
』（
大
新
書
局
、
台
北
、
二
〇
一
八
年
）
が
刊
行
さ
れ
た
こ

と
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
意
味
も
あ
り
ま
し
た
。

新
居
田
氏
は
、
サ
オ
語
だ
け
で
な
く
広
く
ア
ジ
ア
言
語
の
「
存
在
・
所
有
」
の
動
詞
を
研
究
テ
ー
マ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
語

で
は
「
存
在
・
所
有
」
は
存
在
動
詞
「
Ｙ
に
Ｘ
ガ
ア
ル
」
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
ま
す
。
こ
の
表
現
形
式
に
お
け
る
Ｘ
と
Ｙ
の
組
み
合

わ
せ
、
お
よ
び
Ｘ
と
Ｙ
の
関
係
か
ら
、「
が
あ
る
」
構
文
の
表
わ
す
意
味
的
内
容
は
、「
存
在
」「
所
属
」「
外
在
」「
部
分
集
合
」「
所
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有
」「
特
性
」「
内
在
」「
デ
キ
ゴ
ト
」
の
八
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
存
在
・
所
有
表
現
と
対
照
さ
せ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、

タ
ガ
ロ
グ
語
、
マ
レ
ー
シ
ア
語
、
タ
イ
語
、
台
湾
原
住
民
語
の
サ
オ
語
と
ブ
ヌ
ン
語
の
言
語
に
お
け
る
存
在
・
所
有
表
現
の
構
文
形

式
の
特
徴
を
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
研
究
の
一
部
と
サ
オ
語
の
危
機
的
状
況
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

い
ま
一
つ
は
、
板
橋
義
三
氏
に
よ
る
「
マ
タ
ギ
語
と
ア
イ
ヌ
語
の
言
語
接
触
と
マ
タ
ギ
語
の
起
源
と
歴
史
」
で
す
。
二
〇
一
九
年 

四
月
に
成
立
し
た
ア
イ
ヌ
新
法
（
正
式
名
「
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
の
推
進
に
関
す

る
法
律
」）
に
よ
っ
て
、
ア
イ
ヌ
民
族
も
先
住
民
族
と
し
て
初
め
て
法
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
ア
イ
ヌ
民
族
の
ア
イ
ヌ
語
も
、

さ
ら
に
そ
の
痕
跡
（
マ
タ
ギ
語
や
地
名
等
）
も
消
滅
の
危
機
に
あ
り
ま
す
。
国
内
に
あ
る
危
機
言
語
の
一
つ
ア
イ
ヌ
語
の
痕
跡
に
深

く
関
わ
る
マ
タ
ギ
語
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
、
大
い
に
意
義
の
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

板
橋
氏
の
ご
専
門
は
比
較
言
語
学
、
地
域
言
語
学
、
接
触
言
語
学
、
通
時
言
語
類
型
論
、
日
本
語
、
琉
球
語
、
ア
イ
ヌ
語
、
朝
鮮
語
、

ア
ル
タ
イ
諸
語
他
、
言
語
広
範
に
及
び
ま
す
。
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
（
シ
ア
ト
ル
）
で
ア
ジ
ア
言
語
学
博
士
号
を
取
得
後
、
ワ
シ
ン
ト

ン
大
学
東
洋
学
部
日
本
語
学
科
助
手
、
豪
州
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
東
洋
学
部
日
本
語
学
科
助
教
授
を
経
て
、
一
九
八
九
年
よ
り
九
州
大

学
言
語
文
化
部
日
本
語
科
に
着
任
さ
れ
、現
在
、九
州
大
学
名
誉
教
授
で
す
。
関
連
す
る
ご
著
書
に
は
、『
マ
タ
ギ
語
辞
典
』（
二
〇
〇
八

年
、
現
代
図
書
）、『
ア
イ
ヌ
語
・
日
本
語
の
形
成
過
程
の
解
明
に
向
け
て
の
研
究
―
―
地
域
言
語
学
、
言
語
類
型
論
、
通
時
言
語
学

を
基
盤
に
し
た
学
際
的
ア
プ
ロ
ー
チ
』（
二
〇
一
四
年
、
現
代
図
書
）
の
ほ
か
、『
日
本
語
と
朝
鮮
語
の
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
と
両

言
語
の
歴
史
的
関
係
に
関
す
る
理
論
的
・
実
証
的
研
究
』（
二
〇
一
九
年
、
現
代
図
書
）
が
あ
り
ま
す
。

講
師
お
二
人
の
ご
原
稿
は
、ご
講
演
を
も
と
と
し
な
が
ら
も
新
た
に
論
文
と
し
て
お
ま
と
め
く
だ
さ
っ
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。


